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家電製品は環境調和と商品性とを両立させだ技術開発により， より良い製品を作り出していくことが求められ

ている。 ここでは， 環境への負荷を低減するだめの省エネルギー化， 省資源化， リサイクル化など環境調和型製

品へ向けだ当社の取組みを述べる。

環境への負荷を大別すると製造段階， 使用段階， 廃棄段階があるが， 家電製品は使用段階での環境負荷が圧倒

的に多い。 この使用段階の取組みとして， 省エネルギー化ではエアコンや冷蔵庫の電気代を約1/2に， 省資源化

では全自動洗濯機の使用水置を約1/21こ， まだ製造段階から廃棄段階までをとらえだテレピの技術開発の取組み

なと環境負荷への低減効果が出始めている。 まだ， フロン対応技術としてオゾン破壊係数がゼロの代替冷媒へ取

り組むなど懐境調和型製品の推進を固り， 地球懐境の改善に貢献していく。

Minimizing environmental impact is also currently an important theme in the field of home appliances. This trend is 

manifested in endeavors to create environmentally-conscious products, with an emphasis on recycling and the reduction of energy 

and resource consumption. 

Environmental impact can be roughly divided into the production, use, and disposal stages. In the home appliances field, 

it is during use that environmental effects are most marked. In response, energy-saving measures have virtually halved air 

conditioner and refrigerator electric power consumption, and resource-saving measures have decreased the water consumption 

of fully automatic washing machines to approximately half. Technological developments in the field of television sets have also 

begun to show effects from the manufacturing through disposal stages. 

＇環境調和型製品
Environmentally-Conscious Products 

闘まえがき

家屯製品における環境への負
―

｛りをみると使 Jll段階が圧倒

的であり， もっとも注力していく必要がある。 また一般家

庭の中でil'i t1lするエネルギーは， 製品の大型化や複数台の

所布などによりhり力lIMi 向となっている。 製品の大型化で／it

梨段階での負荷低減も課題で， 有限な森源を有効に活川し

ていくことが重要である。

当社家屯製品においても， 環境への取組みの成果がII,1始

めており， この中からエアコン｀ i先濯機， 冷蔵即， テレビ

などの環境調利型製品の例を取り上げ紹介する。

国エアコン

エアコンは以だけの仙川から年間を通じた使川に． また

l f
i

li翡｝で複数台所布する製品となり家庭）Il'iじ）Jの約 20 ％を

古めている。 エアコンを環撹貝荷から見た場合ほとんどが

使llj段階で． 省エネルギー化が最大の課題となっている。
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(a)室内ユニット

(b)室外ユニット

図l. 新省エネルギー型エアコンGDシリ ーズ 1996冷i東年度モデ
ルで，1993年度モデルに比ぺ泣気代を約1/2に省エネルギー化した。

Energy-saving type air conditioner 

ここでは， 省エネルギー型エアコン（図1)への取組みを紹

介する。

エアコンは， 冷凍埋論を｝心JIIして低温側から秘温側へ熱

を移動させ， 逍力il『1'iエネルギーに対し 3~4 倍の熱を引き
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円弧型熱交換器
糾交換計を円;1にしたことで表面積を広げ熟交捻手を向上させた：

室内横流ファン
憤況ファンのプレード配置
をうンダムピッチスキュー
付さとすることで送Ill性能
を向上させた．

圧縮機
（デイジタルツインロータリ
コンプレッサ）

効手を向上させた直沢インパー
タモータと正確なデイジタル告l
御で大椙な省エネルギーを遁成
した，

h
」-

図3. 節水型全自動洗濯機 11.fli!！ 
｀杞分、 水｀杞分を実現した全1'IJi)屈ti{，＇

機A\\. 60X7。
Energy-saving type washing 

machine 

新型プレードファン
翼西面杉状を況楼型とし屈量を向上させた

電子
ー

制御膨張弁

冷媒の況量を広範囲で最適に
校ることで効手を向上させた

図2. 省エネルギー化の新技術 代表的な省エネルギー化の新技術
をぷす。 これらの技術によって冷房定格時のCOP 4.39, 暖紛定格時
COP 4.65を達成した。
Technologies for energy saving 

,，1'，すことができ． このエネルギー il'itt効率(COP)の向上が

省エネルギーにつながる。

図2に示すように， 省エネルギー化の新技術には次のよ

うなものが挙げられる。

(1) 圧縮機に『I
．

．流プラシレスモー タとi/1，糾屯流川の少ない

水久磁石埋込ロ ー タ構造の採Jll

(2) 直流モータを正確に制御するディジタル制御

(3) すぺてのモータを効辞•iのよいII［流にする

(4) 新邸プレードファンによる§汐外機の送）瓜性能の向上

(5) Iリ弧籾熱交換器による至l勺機の熱交換性能の向I:

(6) 冷媒流拭を泣適に調整する新屯子H,IJ往llll紗張弁

(7) ランダムビッチスキュ ー 付きプレ ード横流ファンに

よる§罪内機の送風性能の向」••

これらの新技術により． 1996冷；東年炭製，’,hの冷房能力

2.5 kWクラスで， 冷房定格時のCOP4.39, II災粉定格時の

COP4.65 を達成した。 1993冷；東年炭の製， '11＼と比較すると年

I:ilの屯氣代が52,600 Plから27,900円になるなど． 大輻な

省エネルギ ー を達成し た。

国洗濯機

洗i祉機の',.l設tは二槽式洗濯機から（史い）J1}手のよい令!"I匝）J

洗濯機へと変化し、 洗洲物も「汚れたから洗う」から「祈

たから洗う」に変化してきた。 洗i9,I！物が削）JIIすれば当然使

う水も洗剤も陪え． 地球印撹にとって大な彩評を及ぼすこ

とになる。

ここでは． 節水咄全1]団）J洗濯機（図3)を紹介する。

3.1 節水への取組み

近年， 異常渇水などにより水の（史）Ilitの限界がクロ ー ズ

ァップされている。 洗湘機においても， 節水や風呂水のリ

サイクルなどを図っていく必要があり， 次のような技術llfl

発により（如IJ水拙を170 Lから97 Lへ， また風呂水を43 L

再利lllすることで， 水逍水としては54 Lで洗湘できるよう

になった。

(1) 洗濯• 9l兒水槽に穴なしの新構造を取り入れ， むだ水

をなくす（図4)。

(2) シャワ ー による節水すすぎ方式を採川

(3) 洗いti程の水の風呂水給水によるリサイクル

(4) 質•htセンサの梢炭,,,]上により水位調照を細かくし，

洗派批に合わせた水（立設定をする。

洗い行程における水を少なくすることで洗剤の（史）1J•liしも

52 gから33 gと少なくできた。

また、 硲1,',,',性の向上として時間短縮もlttJ時に実現できた。

二重構造槽

脱水19と外iiとの間に
むだな水が入る。

鵬
＇

・

ヽ
ヽ
＇

1

濯
水

i
 

外

洗
脱

新構造節水槽
ぷた

外49

むだ水
ストッフ摺

洗濯・
脱水渭

むだ水がほとんどなく
節水できる。

図4. 新構造節水槽 和/1!・脱水f件に穴なしの祈構造を取り入ll,
むだ水をなくした。
Comparison of new and previous types 

3.2 包装材への取組み

従米は包装材に発泡スチロ ー ルを使JIJしているが、 これ

を段ボ ー ル化することでリサイクルしやすい 製品作りを巡

めている。
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術を川いてキャピネットの薄Ik］・経址化を実現し，使

川材料を削減 （代表機種で約20%）した。

(2) セットの小型・軽枯化、使lll材料見直しなどにより

包装材を滅絨した。

5.2.2 再資源容易化の例

(1) キャビネット材料を統合化 （ポリスチレン化）した。

(2) シャシのスナップインなどによるねじの削減，全而

カバー小物部品の材料統合による解休不要化などで解

休時間を削滅した。

(3) 発泡スチロール代替として，段ボールパッキングや
パルプモ ー ルドの採用促進を図った。

(4) プラスチック部品への材料名表示を徹底した。

5.2.3 環境保全の例

( 1) キャビネット塗装に 水系塗料を採JTIすることで、有

機溶剤を削減し大気汚染へのれ荷を低滅した。

(2) 燃焼時に有布性ガスが発生するとされるハロゲン系

化合物の代替化を推巡した （ノンハロゲン材料を）IIいた

キャビネット，碁板の採用促進）。

図8にテレビの閑境調和事例を示す。今後もさらに 地球

閑境に調和した製品作りを推進していく。

キャピネット材料
・材料統合（ポリスチレン化）
・薄肉・軽量化による省資源
•水系塗料採用による有機溶
剤の使用削減

•ノンハロゲン材料の採用

回路およぴCPT
・電源利用効率向

上による省電力
推進

回路基板（ガラスエポキシ
コンボジット基板）

・リン系難燃材の採用によるノ
ンハロゲン化

・ネジの削減による
解体時間の削減

•同一材料使用によ
る解体不要化

図8.テレビにおける環境調和事例 テレピの各部分で肉境に配應
した設計を行っている。

Examples of environmentally conscious measures for TV sets 

B ぁとかき

家逍製品の環境への取糾みを始めたのは近年であるが，

帥省 エ ネルギーセンタ ー主催の省エネバンガー ド21 で、 エ

アコンは通商廂業大臣‘伐をはじめ3年辿続受＇枕し，また全

自動洗i1,1！機は通商脱菜大臣伐を受牧するなどの活動を1成1)fl

している。また、森源の枯渇などl=Iの前のことであり環撹

調利型製品へのJI又糸l［みを利t極的に実施し、より良い地球斑

境 の実現に向けた技術l}り発を推進していく。 （鳥田／大平）に

＇フロン対応技術
HCFC Technologies 

11 まえがき

オゾン／f1の1品渡も厘要な閑境課題である。塩索元索を含

むフロンは，オゾン附破壊屈湛lの一つであり，家屯分野に

おいても，冷蔵廊やエ アコンの冷媒としてこれらフロン矧

が川いられてきた。そこで，当社はオゾンln1俵設のため，

オゾン破壊係数(ODP)がゼロの代替冷媒への切換えを強力

に進めている。

日モントリオール議定書とフロン規制

オゾン！附染渡の推進のため，塩索を含むフロンの削滅 ・

全脆を国際的に取り決めた。これが，モントリオ ー ル議定

杏である。塩索を含むフロンは，水索元索の有熊により，

CFC（クロロ フルオロカー ボン）と HCFC（ハイドロクロロ

フルオロカーボン）の 2種類に大別される。ODPが高いCFC

（特定フロン）は，1995年末に先進国での全靡が完了した。

一方，ODPが低い(CFCの約20分の 1) HCFCについて

は，1996年に総拭規制が始まり，2020年には脈削全liかされ

ることになっている。図9は，モントリオ ール議定古： （1995

年 12月改訂）による，HCFCの削減スケジュ ールである。

現在HCFCはエ アコンや一部の冷蔵即の冷媒として使

用されているが，これらの冷媒も近い将米ODP=:==Oの代替

'96年消費量＝
＇

89年HCFC消
費量十 '89年CFC消費量x
2.8%(CAP値）

65% 
・一―

�
50

1 I l3s% I原則全厩1 函9. HCFCの削減・全廃ス
ケジュ ー ル 1995年12月
モントリオール議定iIJ締粘同
会議で改訂されたスケジュー ル
（対象は先進国）。

1996 2004 201 o 201 s 2020 2030 Regulations on reduction of 
年 HCFCs
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器の性能が低下したり， ィ咋布時間が 長くなり． 機器効中の

低下を招く。 当社では、 熱交換岱の改良など． 効率改怜；の
ために種々の対応策を講じてきた。 この結果、 試作機レベ

ルでは、 R22に近い効玲.(を尖現できるようになった。
R410Aと R4108は、 いずれも 2種のHFC(R32, R125)

の混合冷媒であり， 圧力などの物性がR22と沢なる。しか
し． R410A/Bは擬似共沸であり、 ）王力損失が小さく， 熱伝
追玲·tが高いというエアコンに適した性質をもっている。

現行のR22JIIエアコンに R410Aを使用すると， コンプレ

ッサや熱交換器の不適合により、 効；f！は 10％以上低下する。
しかし， これらの機器をR410A対応に 改良することにより，
R22を」→．1111る効玲·！を実現することができる。この最適化の過
程を図11に示す。

この結呆は， R410A/Bがエアコン性能向」：に窃いポテン

シャルをもつことを示している。1i1時に， R410A/Bをその
l',
9

:iいポテンシャルを生かしつつ， エアコン冷媒として尖用
化する場合には、 コンプレッサ、 熱交換器といった主要部
品の仕様変更が必要であることも明らかである。

表1に示すように， R410A/Bはエアコンでの使HILI:）Jが
R22の約1. 5倍と盆い。 このため、 エアコンのすぺての部品

の耐圧 ，役，ilを見直す必要がある。また， 長期伯頓性に対し
ても大きな彩評を与える。 このことから， R410A/B対応の
エアコンを商品化するには， R407Cよりも長期の開発期liil
を要することになる。

5.2 HFC対応エアコンの商品化への課題
現在， 当社では上述の 3冷媒を候補として， 技術llfl発と

信頼性確認に全力を（頃けている。しかし， HFC対応エアコ
ンを廊品化するためには， 多くの課題が残っている。その
主なものとして， 次の課題が挙げられる。

(1) 各候補冷媒の将米性を見極め， 冷媒を絞り込む。
(2) R22同等以上の性能・効率を尖現する批，2．t仕様を確

立し 必要な改良部品を址廂化する。
(3) 適切な材料選択や十分な耐久試験に より， 長期信頼

性を確立する。
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図11. R410Aに対するエアコンの最適化 R410Aをエアコンに使川
する場介には ， コンプレ ッサと熱交換器の改良により， R22を＿1し'.|IIlる
機器効平が得られる。
Optimization of air conditioner for R410A 

(4) 生発設(ii， サ ー ピス体制などの， 新冷媒に対するイ
ン フラを整(iliする。

このように， 廂品化へ土るまでの迅のりは決して平たん
ではない。しかし， 環境調和型で， かつユー ザメリットの
ある(�l(；•及力のある）HFC対応エアコンを11'·期に廊'IIi化する
ことが当社の直務であると考え， これまで以」夕．の努力を続
けていく。

口ぁとがき

当社は， 地球環撹の保渡を最煎要課題と とらえ， オゾン
附破壊要囚となるフロン( CFC, HCFC)の全｝伐に向けても，
蔽大限の努力をしている。 冷蔵即川冷媒R12に代表される
CFCに ついては， 1995年末に 全litを完了し た。一方，

HCFC削減・全廃に対しては， HFCを代替候補冷媒として
対応 機器のl井l発を進めている。 解決すぺき課題は多く残っ
てはいるが， 早期商品化に全力投人し， 2000年までには，
HCFCを使用しないエアコンや冷蔵19ドを市場に送り出した
い。 （古浜／小嶋）
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